
関係機関各位の多大なご支援とご協力で，念願の遠隔テレビ会議が実現しました。今年は 2 回の開催となり

ますが，遠隔地と「つながる授業」は，これからの学校教育に必要となる領域だと考えています。特に，「共に

考える」，「共に議論する」コミュニティー能力の向上へ格段に寄与するものと考えています。実現に向けた取

組が各方面で進むことを願っています。また，ＩＣＴ活用に関わるＮＴＴの担当の皆様の仕事ぶりにも，子ども達

は目を輝かせていました。本物の仕事にふれることのできた機会でもありました。心より感謝申し上げます。 
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スローガン 

「すきです 白峰，学び合い，高め合い，世界に発信」 

チャレンジタイム 

２５分 プラス の共通実践 
毎週水曜日 午後１時２０分～４５分 

プラス 「放課後学習」(校長室で○まる) 
全教員，全学年で工夫した取り組みを行っています。 

いつでもご来校いただきご覧ください。 

教育講演会のご縁で，6 年生の「モルモットを飼いたい」

願いをすぐに受けとめ，現実に準備していただきまし

た。人の 20 倍の速さで生きるモルモットへ，人としての

心遣いとお世話の仕方，大切さを丁寧に教えていただき

ました。「かわいい」に留まることなく，友達と一緒に「命」

に向き合い，「命」を大切にするみんなを応援します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページではカラーでご覧になれます。 

いつでも何なりとお問い合わせください。 

〒920-2501  石川県白山市白峰ニ 110 番地 

TEL（076）259-2009   FAX（076）259-2188 

E‐mail  shiramine-e02@sc.city.hakusan.ishikawa.jp 

子ども達は 11月 1日に校長室で，様々な

工夫を加えた音読を発表してくれました。

身振り，手振り，読み方を変え，「くじらぐ

も」になりきっていました。素晴らしい成長

の姿。素直で元気な子ども達のよさが十

分表れ，今回の全校「読むことチャンピオ

ン」表彰をすることに決めました。 

次はどんなすごさを見せてくれますか？ 

変
え
て
い
く
こ
と 

二 

子
ど
も
と
の
関
係
性 

 
 

子
ど
も
同
士
の
み
な
ら
ず
、
教
師
と
の
関
係
性
を
距
離
感
で
「
教
師
Ａ

と
友
達
Ｂ
と
自
分
Ｃ
の
三
角
関
係
」
と
し
て
数
値
化
で
き
な
い
も
の
か
と

現
在
も
考
え
続
け
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
え
る
領
域
で
す

が
、
教
師
と
し
て
の
見
通
し
は
大
小
の
「
正
三
角
形
」
の
関
係
が 

子
ど

も
達
と
学
級
に
一
番
の
バ
ラ
ン
ス
を
形
作
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 
 

そ
の
た
め
に
、
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
特
に
「
教
師
と

子
ど
も
」
の
関
係
性
で
す
。
幾
度
と
な
く
様
々
な
機
会
で
紹
介
し
て
い
る

四
つ
の
見
方
と
六
つ
の
姿
勢
を
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。 

教
師
が
変
え
て
い
く
四
つ
の
見
方 

一
「
本
来
は
自
然
に
育
つ
」
子
ど
も
の
力
を
信
じ
る
こ
と 

二 

子
ど
も
と
大
人
の
対
等
な
関
係
性
を
大
切
に
、「
共
に
学
ぼ
う
」
と

す
る
こ
と 

三
「
相
手
を
意
識
し
た
相
互
理
解
」
の
場
を
大
切
に
位
置
付
け
る
こ
と 

四
「
善
さ
」
を
決
め
つ
け
，
絶
対
化
し
な
い
こ
と 

教
師
が
変
え
て
い
く
六
つ
の
姿
勢 

キ
ィ
ワ
ー
ド
・
・
・「
受
容
」 

 
 

愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
ぎ
、
心
安
ら
か
で
、
安
心
で
き
る
時
間
と
空
間
作

り
の
た
め
に
、 

 

一 

し
っ
か
り
「
認
め
る
」  

二 

優
し
く
「
見
つ
め
る
」 

 
 
 
  

三 

に
っ
こ
り
「
微
笑
む
」 

 

四 

た
っ
ぷ
り
「
ほ
め
る
」  

五 

い
つ
も
「
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
」 

六 

だ
れ
に
で
も
感
謝
「
あ
り
が
と
う
」 

 

 
 

大
人
は
「
子
ど
も
の
鏡
」
で
す
。
逆
も
言
え
ま
す
。
子
ど
も
は
「
大
人

の
鏡
」
で
す
。
目
の
前
の
子
の
表
情
は
「
大
人
の
表
情
そ
の
も
の
」
と
い

う
見
方
で
す
。
本
物
の
鏡
の
前
で
「
役
者
」
に
な
っ
て
み
る
と
分
か
り
ま

す
。
今
、
自
分
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
て
、
そ
の
顔
が
ど
う
映
っ
て
い
る

の
か
と
。
子
ど
も
達
が
大
人
の
表
情
か
ら
気
持
ち
を
「
見
取
る
」
「
見
切

る
」
力
は
瞬
間
で
す
。「
見
切
ら
れ
な
い
」
た
め
に
、「
受
容
を
深
淵
な
も

の
と
す
る
」
た
め
に
、
こ
れ
ら
変
え
て
い
く
べ
き
見
方
と
姿
勢
は
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。(

続
く)   

 


